
 

平成 26 年 6 月 9 日 

各 位 

会 社 名 北陸電話工事株式会社     

代 表 者 代表取締役社長 森 泰夫   

（コード番号 １９８９ 東証第二部） 

問合せ先 取締役総務部長 川面 正雄 

ＴＥＬ(076)221-6116（代表） 

 

（訂正・数値データ訂正)「平成 26 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

平成 26 年 5 月 14 日に公表いたしました「平成 26 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載に一部訂正すべき

事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数

値データも送信いたします。 

なお、訂正箇所には下線を付しております。 
 

記 

１． 訂正の理由 

連結キャッシュ・フロー計算書に関連して、記載の訂正を行うものであります。 

 

２． 訂正の内容 

 ①サマリー情報 １ページ 

  1．平成26年3月期の連結業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

  (3)連結キャッシュ・フローの状況 

（訂正前） 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

26 年 3 月期 △87 △317 △93 2,495

25 年 3 月期 75 △410 △15 2,994

（訂正後） 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

26 年 3 月期 △87 △327 △93 2,485

25 年 3 月期 75 △410 △15 2,994
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(2)財政状態に関する分析 ②キャッシュ・フローの状況

（訂正前） 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ4億9千8百万円減少の24億

9千5百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュフロー） 

営業活動による資金の減少は8千7百万円であり、その主な要因は、税金等調整前当期純利益4億6百万円及び

減価償却費1億9千7百万円による資金の増加と、売上債権の増加5億7千9百万円及び退職給付に係る負債の減少8

千6百万円による資金の減少であります。 

（投資活動によるキャッシュフロー） 

投資活動による資金の減少は3億1千7百万円であり、その主な要因は、定期預金の減少2千4百万円による資金

の増加と、有形固定資産の取得3億4千4百万円による資金の減少であります。 

（財務活動によるキャッシュフロー） 

財務活動による資金の減少は9千3百万円であり、その主な要因は、短期借入金の純減額1千7百万円及び配当

金の支払6千8百万円による資金の減少であります。 

（訂正後） 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ5億8百万円減少の24億8千

5百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュフロー） 

営業活動による資金の減少は8千7百万円であり、その主な要因は、税金等調整前当期純利益4億6百万円及び

減価償却費1億9千7百万円による資金の増加と、売上債権の増加5億7千9百万円及び退職給付に係る負債の減少8

千6百万円による資金の減少であります。 

（投資活動によるキャッシュフロー） 

投資活動による資金の減少は3億2千7百万円であり、その主な要因は、定期預金の減少1千4百万円による資金

の増加と、有形固定資産の取得3億4千4百万円による資金の減少であります。 

（財務活動によるキャッシュフロー） 

財務活動による資金の減少は9千3百万円であり、その主な要因は、短期借入金の純減額1千7百万円及び配当

金の支払6千8百万円による資金の減少であります。 
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 （訂正前）
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 （訂正後）
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以上
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